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A 66 幼児／’,昧筧嗜好の形我I乙及ぽt 体賀^ 環境の影膚比軟
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富田義昭

(@  的〕幼児の食 味嗜好t 双人乙の聞 でかw')  m 達f  3 が， そ/いSi親との闇で･も類似度に

和 当の憶が 見},れ^ ．そ:  でヽ．幼 児の債 味咆 ｝の形栽に対 レて修賀虚伝とA 考環境のい ず･

れが ぷり旅く彰摩 レてぃり
，
につむ 血爽型疹賀を拠り荷にして薦討りa えfc.

i夕魂〕甘．眼 塩昧食売各s ．計i5 晶日を慧 び， それそ･･れ5 段階の嗜好尺度 を設巾 そ

の乃好及 を幼児．父, 母i'lに^-:め^ 味別に隼封じ仁， 二の凰'i れぞれの聞のkhO 式血歳

型･こぶる親丿蘭の峰質的嶺似性乙嗜好類似浅 とを照合 しre.

m 果）両親聞の血液型ダ異ti- つてい て． 政一3-?i[の瓦爽型 が同一の家裁 約j^o 例を盆叫

食 昧帰略を 昿　1 ） 父-  3･蘭でヽ類帆2 ）母（ ∃聞̂で類似の 群 につむ　1} の傾印 吠 り

> ＼却児の^ 曝嗜好に対レ て遺 伝的因｝が大.2 沁 うば環境圀｝の影屡ヵ低 でわ^  乙列町
しr-.. その刈 果． 甘／執比,で･If父－1 聞に帰 賀類似･fir` あうのに味筧晴好上の相聞が意9V

に低く．母 －3･闇で吋 伜賀上相違がh うI- μ ヵわ日 ，゙あう程浅／）相 聞か載め> れた．

i.r. 父・3･. 母一多聞の冬 相聞係畝の聞に･まぎダ屑竟差が総のh れ/･-.   5 いこ甘／塩比，

執 ／彰i:,･こゐヽけろ父-  ^  あ･よ少 母- S･闇の眉間 かf･ れも低 かった貳 二れ ル れ ヽて=し

母 り･ 間耐 眼 がか3 闇がt れ ぶリi 高い傾向が 見ふれた.  鵡児 一母親（べ人.々 引 で’
はf 呼嗜好にあヽヽヽ て渚 干／は

幼児一々性聞の甘吽嗜好性を離れて. 母丿闇 味覚匈相似 を賎 証^ ろi.で゙注目われる．

状Ji A こ乙ヵヽ 乳 幼児<r 味̂覚[%親丿聞の違伝修賀をJiJ わ ワて，母親が条く象恚 の食 生
嫁環度に強く影－? れ§こt が孚唆ざれ^ ．
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髪 に 関 す る 研 究

短 大

開 研

山 路 経 子　　 Ｏ岩 月 ユ ミ

本 美　 忠

杉 浦 信 彦

の 成 長 や 形 態的 性 状 に 関 係 す る 因 子 に は 。it 伝 的 要 因 、 栄 養 状 態 、精 神

存 在し 複 雑 多 様 で あ る 。 今 回 私 た ち は 、 上 記 要 因 の １ つ で あ る 栄 養 摂 取

性 の 高 い こ と に 着 目 し 、 健 常 な 人 の毛 髪 を 材 料 と し て 、 そ の 形 態 的 性 状

取 の 状 況 や 健 康 状 態 と の 関 連 を 検 討 す る こ と を 目 的 とし て 、 １ 年IB  継 続

び 毛 髪 検 査 を 実･施 し た 。

た っ て は 、 本 学 家 政 学 科 ２ 年 生 の う ち か ら24 名 を 抽 出し 、 ２ 月 、 ６ 月 、

に わ た り ５ 日 間 の 栄 養 調 査 を 行 い 、 同 時 期 に% 髪 採 取 も 行 っ た 。 採 取 部

へ ７ cm 、 後 方 へ7 cm の 位 置 の ２ か 所 と し 、 そ れ ぞ れ 約30 本 を 根 元 部 分 よ

と し た 。 脱 毛 採 取 に つ い て は 、 成 長 期 毛 の 採 取 と 同 時 期 お よ び そ の 中 間

日 間 の ブ ラ。ツ シ ン グ 時 に 抜 け た 全て の 毛 髪 を 回 収 し 被 検 毛 と し た 。 毛 髪

小 皮 の 厚 さ 、断 面 積 、断 面 積 に 対 す る 毛 小 皮 の 割 合（ 毛 小 皮 指 数 ）. 成

毛 幹 の 径 ／ 毛 球 の 径X   100 、お よ び 異常 毛 根率 とし 、 栄 養 調 査 項s と 毛 髪

相 関 関 係 、 お よ び 年 間 変 動 等 に つ い て 調 査 し た 。

髪 と の 関 連 に つ い て は 、 年 間 ４ 回 の 実 験 期 間 を 通 し て 、 常 に 相 関 の 認 め

。 毛 髪 の 性 状 に つ い て は 、 ４回 の 実 験 を 通じ て 変 動 は 少 な く 、 値 はほ ぼ

回 の 実－It よ り 得 ら れ た 結 果 か ら、 年 令 、 性 、生 活 環 境 、 健 康 状 態 の お

健 常 な 本 学 学 生 の 食 生 活 に お い て 、 栄 養 摂 取 上 の 変 動 は 、 毛 髪 の 形 態 に

る ほ ど の 影 響 を 及 ぼし て い な い 可 能 性 が 考 え ら れ る
○　　　　　　　　・


